
陳

子

の

詩

昂

i
ー
そ
の
表
現
の
一
特
色
に
つ
い
て

i
!

は

め

に

初
庶
期
の
詩
人
、
陳
子
昂
(
六
六
一

J
七
O
二
〉
の
文
撃
に
闘
し

て
は
、
従
来
お
も
に
「
感
週
一
一
時
一
一
一
十
八
首
」
ー
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
内

寂
・
忠
利
山
的
な
側
閣
が
考
究
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
表
現
上
の
特
色
は

「
男
性
的
な
力
強
さ
」
「
自
由
韻
律
に
よ
る
質
直
な
表
現
」
「
猫
立

(
注
一
)

的
・
個
性
的
い
等
の
許
認
に
端
的
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
た

と
え
ば
次
に
あ
げ
る
陳
子
昂
と
李
自
の
作
品
を
考
え
る
時
、
陳
子
昂

の
詩
に
は
ま
た
別
の
更
な
る
表
現
上
の
特
色
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思

え
る
。

じ

高
山
金
裂
の
路

此
の
地
英
援
に

君
を
迭
っ
て
一
た
び
別
れ
を
矯
し

楼
麟
す
故
郷
の
情

片
裂
は
極
措
に

烈
日
は
離
亭
に

方自

藤

敏

む
な

坐
若
征
蹄
波
坐
し
く
征
騎
の
設
す
る
を
点
滴

。。

唯
見
遠
山
菅
唯
だ
遠
山
の
育
き
を
見
る

(
陳
子
昂
・
治
政
大
入
局
)

0

・0
青
山
積
北
郭
青
山
北
郭
に
横
た
は
り

め
ぐ

白
水
溶
東
城
白
水
東
城
を
透
る

o
o
-
-

此
地
一
潟
別
此
の
地
一
た
び
別
れ
を
潟
し

孤
蓬
高
一
里
征
孤
蓬
寓
虫
に
征
く

一
存
一
明
日
遊
子
一
意
、
浮
雲
は
遊
子
の
一
恕

。

落
日
故
人
情
落
語
は
故
人
の
情

様
子
自
救
去
手
を
揮
っ
て
絃
よ
り
去
れ
ば

議
議
斑
馬
鳴
論
議
と
し
て
班
馬
鳴
く

(
李
白
・
迭
友
人
)

(
薦
作
品
に
共
通
す
る
一
請
に
は

o
、
使
用
さ
れ

の
訴
に
は
・
を
付
し
た
。
)

-
一
泡
態
と
い
う
形
式
上
の

は
一
ま
ず
措
く
。

( 13 ) 
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齢
、
素
材
の
共
通
性
に
詑
日
す
る
と
、
の
「
法
友
人
」
は

政
大
入
局
L

に
あ
や
か
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
想
定
さ

れ
る
。
さ
ら
に
戸
地
散
大
入
山
知
」
の
末
二
句
の
表
現
手
法
(
観
黙
を

的
象
に
集
中
し
、
そ
の
の
瞬
間
、
無
限
に
擁
散
す
る
)
は
、
李

白

竺

の

勝

・

結

句

「

孤

帆

迷

影

碧

空

輩

、

の
先
行
仰
で
も
あ
る
。
陳
子
昂
と
李
自

と
「
十
日
間
州
五
十
九
首
」
を
一
核
に
し

の
引
用
例
を
み
る
と
、
李
白
は
決
し
て

を
過
し
て
の
み
陳
子
昂
を
受
容
し
て
い
た
の
で
は

な
く
、
よ
り
感
質
的
な
間
に
お
い
て
も
機
承
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
本
稿
は
腕
子
昂
詩
を
特
徴
ご
つ
け
て
い
る
、
ま
た
後
の
詩
人
に
も

確
か
に
受
持
さ
れ
て
い
た
表
現
上
の
特
色
と
感
魔
的
な
僻
性
の
把
捉

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

阪

子

昂

の

と

、

全

作

品

百

二

十

八

首

の

の

一

近

く

を

占

め

る

十

八

首

」

と

と

も

に

、

い

く

つ

か

の

特

徴
的
な
文
字
や
訴
紫
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
に
も
気
づ
く
。
た
と
え

ば
「
白
い
(
百
二
十
八
苦
中
六
十
四
例
)
ぷ
江
(
同
四
十
五
例
)

つ
京
い
(
同
七
十
例
)
。
更
に
「
白
日
い
わ
日
一
安
L

「
青
春
い
「
蛾
府
い

な
ど
、
初
清
川
仰
の
他
の
詩
人
に
は
み
ら
れ
な
い
溺
特
な
使
用
が
な
さ

れ

て

い

こ

れ

ら

の

文

字

や

一

議

案

は

作

品

の

中

で

ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
表
現

上
の
特
色
は
何
か
、
に
つ
い
て
ま
ず
考
え
た
い
。

が
附
桃
子
昂
詩
に
多
用
さ
れ
る
語
索
で
あ
る
こ
と
は
、

(
注
文
一
)

水
茂
氏
が
既
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
初
蔚
期
に
あ
っ
て
、
百
二
十

八
首
中
十
一
例
と
い
う
そ
の
使
用
頻
度
は
確
か
に
特
異
で
あ
る
。

ウ
臼
日
」
は
楊
例
(
三
十
三
首
中
一
例
)
宋
之
問
(
百
九
十
六
首
中

一
例
)
李
橋
(
二
百
九
首
中
一
一
例
)
張
九
齢
(
二
百
十
七
首
中
一
例
)

庭
照
都
(
百
四
首
中
二
例
〉
隣
賓
王
〈
百
三
十
一
首
中
間
例
)
な
ど

か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
初
蔚
の
詩
人
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
認
棄

で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
使
用
の
さ
れ
方
も
様
子
昂
と
は

微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
初
府
期
に
お
け
る
ぺ
白
日
」
の
用
例
に
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

川
w感
須
批
白
日
、
潟
待
戦
方
酎
(
底
煎
都
・
戦
場
南
)

ω寸
心
明
白
日
、
千
盟
問
削
演
躍
(
格
納
・
戦
場
南
)

川w閃
閃
背
山
鹿
落
、
鮮
鮮
白
日
絞
(
張
九
齢
・
入
嵐
山
:
:
:
〉

ゆ
珠
幡
映
白
日
、

( 14 ) 

-
奉
和
幸
大
薦
一
附
寺
舷
制
)

白
舟
一
般
市
隅
(
李
橋
・
城
)

何
年
白
日
開
(
麟
賓
王
・
丹
陽
刺
史
挽
認
)



同

w何
如
関
白
日
、
非
復
視
青
天
(
賂
賓
王
・
柴
大
夫
挽
歌
詩
)

同
無
復
締
羅
矯
白
日
、
直
路
珠
玉
開
策
泉
(
宋
之
問
・
傷
曹
娘
)

助
丹
鳳
朱
城
白
日
幕
、
青
牛
紺
憾
紅
麗
度
(
隣
箆
王
・
一
帝
京
篇
)

「
白
日
」
の
一
意
味
に
つ
い
て
、
清
水
茂
氏
は
弓
白
出
』
は
ほ
ぼ

日
』
に
ひ
と
し
い
に
し
て
も
、
:
:
:
円
光
明
の
太
陽
』
と
い
う
怠

(
役
問
〉

識
は
は
た
ら
き
得
る
で
あ
ろ
う
に
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

初
庶
期
の
使
用
併
で
「
白
司
い
は
、
先
、
ず
川
判
例
制
の
よ
う
に
現
質
性

強
か
な
的
象
性
・
太
陽
(
或
は
そ
の
輝
き
)
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

そ
れ
は
怨
に
輝
く
太
陽
で
も
あ
り
、
似
つ
帝
京
篇
」
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
帝
都
の
繁
柴
を
蹴
…
附
す
る
か
の
よ
う
に
波
し
て
行
く
夕
日
で

も
あ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
現
貫
性
懸
か
な
用
例
以
外
に
、
「
白
日
」

は

ωの
よ
う
に
心
の
あ
り
方
を
表
現
す
る
詰
と
し
て
、
ま
た
似
付
制

の
ご
と
く
松
戸
、
来
に
針
し
て
こ
の
世
の
明
る
さ
を
象
徴
す
る
と
い
っ
た

や
や
抽
象
的
な
訟
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

で
は
「
白
日
」
は
陳
子
昂
の
詩
に
お
い
て
如
何
に
用
い
ら
れ
て
い

る
の
か
。

勾
J

h

J

いいす
h

一
ず
れ
'

L
F〈
'
市
ハ

3
1
3
4，れ
γ

悠
悠
自
日
昇

段
特
例
足
持

柴
容
坐
相
斡

願
輿
金
廃
曾

灼
灼
と
し
て
青
春
は
仲
し

悠
悠
と
し
て
r
ぽ
羽
は
昇
る

持
特
何
、
そ
持
む
に
足
ら
ん
や

柴
容
坐
ろ
に
相
料
る

際
は
く
は
興
に
金
庭
に
脅
し
て

徴
を
待
た
ん
と
す

街
有
る
べ
し

熔
駕
君
と
共
に
乗
ら
ん
(
題

こ
こ
で
日
同
日
」
は
仲
春
の
定
に
昇
り
輝
く
太
陽
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。
「
玉
遊
間
い
「
還
丹
い
「
金
庭
い
「
同
州
駕
」
等
の
一
泌
が
示
す
ご
と

く
、
神
的
世
界
へ
の
願
翠
が
こ
の
詩
の
主
題
で
あ
り
、
「
自
民
い
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
良
重
に
拙
人
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
白
日
昇
天
」
の

扶
況
が
一
要
素
と
な
っ
て
い
る
ご

i

灼
灼
青
春
仲
、
悠
悠
白
日
昇
」
は

呈
示
さ
れ
て
い
る
榊
仙
位
界
の
朕
態
を
規
定
す
る
匂
で
あ
り
、
感
魔

的
離
熱
か
ら
は
、
そ
の
明
る
さ
や
瞬
き
が
夜
目
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
窓
に
輝
く
太
陽
と
し
て
の
「
白

日
」
に
類
似
し
た
も
の
に
は
、
更
に
「
携
手
設
白
日
、
遠
遊
戯
赤
城
L

(
修
竹
篇
)
が
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
例
は
僅
に
二
例
に
す
ぎ
ず
、

他
の
九
例
は
ま
た
異
な
っ
た
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
。

蒼
蒼
丁
一
零
塞
蒼
蒼
た
り
了
零
の
塞

A
M
7

古
締
荒
途
今
古
荒
途
細
か
な
り

亭
喉
何
提
冗
亭
喉
何
ぞ
推
冗
た
る

暴
骨
に
全
躯
無
し

51各
十こ

還
丹
躍
有
術
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位
以
事
旬
奴
借
て
以
て
何
奴
を
事
と
せ
し
に

位
見
沙
場
死
但
だ
沙
場
に
死
す
る
を
見
る

誰

憐

築

上

孤

誰

か

築

上

の

弧

を

憐

れ

ま

ん

や

…

)

こ
の
詩
は
、
続
勝
の
吋
隙
子
昂
年
譜
b

を
は
じ
め
と
し
て
諸
氏
と

も
、
陳
子
同
町
二
十
六
哉
、
琵
扶
二
年
ハ
六
八
六
)
彼
が
喬
知
之
の
北

征
に
従
っ
た
時
の
作
と
す
る
。
次
第
に
光
を
失
い
、
各
き
上
る
砂
壊

に
陰
り
波
し
て
行
く
太
陽
は
、
法
家
の
一
風
物
で
あ
り
、
こ
の
位
界

が
暴
骨
に
全
艇
な
き
職
場
で
あ
る
放
の
悲
憶
さ
を
措
び
て
い
る
。
し

か
し
光
あ
る
も
の
が
失
な
わ
れ
て
ゆ
く
つ
臼
日
総
間
関
」
と
い
う
表

現
に
は
、
般
に
職
場
の
風
景
の
持
つ
悲
恰
さ
に
は
止
ま
ら
ぬ
、
そ
れ

以
上
の
も
の
が
開
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

宿
湖
沼
紫
芝
柴

治
州
今
何
在

還
漢
功
銃
部

慈
胡
策
未
行

徒
牒
白
日
暮

桂
校
芳
欲
晩

惹
探
訪
誰
明

開
く
な
ら
く
お
東
山
の

宿
に
紫
芝
の
梁
を
脅
ふ
と

治
川
今
何
く
に
か
在
ら
ん

悲
髪
没
誠
に
放
す

漢
に
還
れ
ば
功
は
既
に
滞
く

拐
を
逐
ふ
策
は
未
だ
行
な
は
れ
ず

徒
ら
に
白
司
の
募
る
る
を
暖
き

の
生
ず
る
に
針
す

晩
な
ら
ん
と
欲
す

誰
か
明
ら
か
に
せ
ん
や

意桂
fiJ枝

言す;芳

無
震
に
し
て
空
し
く
自
ら
老
い

嘆
き
を
含
み
て
平
生
に
負
く

(
題
賠
延
古
城
般
需
十
二
知
之
)

陳
子
昂
は
喬
知
之
に
従
っ
た
こ
の
年
、
賠
延
海
か
ら
張
披
河
、
同

城
へ
と
進
み
、
七
月
に
一
人
南
旋
し
て
、
八
月
に
は
張
披
に
も
ど
っ

て
い
る
。
こ
の
詩
は
そ
の
途
中
で
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ

こ
に
は
既
に
陳
子
昂
の
詩
作
品
の
重
要
な
一
主
題
で
あ
る
隠
逸
へ
の

傾
斜
が
現
わ
れ
て
い
る
。
彼
に
お
け
る
懸
逸
は
紳
仙
世
界
へ
の
傾
倒

と
結
び
つ
き
、
現
寅
の
政
治
世
界
の
中
に
あ
っ
て
官
僚
人
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
に
挫
折
し
て
ゆ
く
過
程
で
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
Q

喬
知
之
に
寄
せ
た
「
還
漠
功
既
簿
、
逐
胡
策
未
行
」
「
慧
京
誘
誰

拐
」
等
の
句
は
、
ま
た
棟
子
昂
自
身
と
政
治
世
界
と
の
札
燃
の
表
現

で
も
あ
り
、
一

i

桂
枝
芳
欲
晩
」
「
無
魚
空
白
出
老
、
合
嘆
負
卒
生
」
は
結

果
し
た
挫
折
感
の
表
出
で
あ
る
。
暮
れ
ゆ
く
太
陽
、
寅
一
実
は
「
感
遇

北
川
一
ニ
」
と
同
様
に
、
居
延
の
吉
城
か
ら
望
ま
れ
た
景
物
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
た
だ
凝
税
し
経
嘆
す
る
し
か
な
い
釘
象
性
で
あ

る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
白
日
い
は
己
れ
が
限
り
な
く
思
慕
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
故
に
暮
れ
ゆ
く
つ
臼
日
」
は
瑳
棋
の
釣
象
と
な
っ
て
い

る
の
だ
と
言
え
る
。
「
撃
剣
起
敷
内
刷
、
白
日
忽
部
沈
」
〈
政
官
"
締
丘
楼
迭

斑
兵
曹
入
都
)
に
お
い
て
も
や
は
り
「
自
問
」
は
歎
息
の
動
悶
と
な

っ
て
い
る
。

無
魚
沼
白
老

合
嘆
負
平
生

( 16 ) 



こ
の
他
「
白
日
」
は
二
度
と
民
ら
ぬ
太
陽
、
沈
み
ゆ
く
太
陽
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
「
登
山
昭
一
宇
宙
、
白
日
己
西
隈
L

(

感

遇

其

二

十
二
)
「
白
日
毎
不
蹄
、
青
陽
時
幕
央
」
(
感
遇
其
七
)
「
選
、
選
白

日
晩
、
鰯
鰯
秩
紙
生
」
(
感
遇
其
二
〉
「
芳
歳
幾
陽
止
、
白
日
露
祖

濯
い
(
西
還
歪
散
開
答
喬
補
関
知
之
)
「
良
炭
在
何
許
、
白
日
屡
類
選
」

(
贈
越
六
貞
悶
)
「
路
輔
青
山
合
、
峯
湿
白
日
犠
」
(
入
東
陽
峡
興
李

開
府
船
前
後
不
相
及
)
。

こ
う
し
た
使
用
は
、
他
の
初
唐
の
詩
人
た
ち
に
は
み
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。

で
は
「
自
日
」

J

が
単
な
る
景
物
以
上
の
も
の
で
あ
る
時
、
い
か
な

る
意
味
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
ま
ず
そ
れ
は
、

忽
ち
に
経
過
し
て
し
ま
う
、
ま
た
そ
れ
故
に
貴
い
良
き
時
を
意
味
し

て
い
る
。
づ
白
日
銀
不
蹄
、
青
陽
時
葬
会
」
「
選
、
運
白
日
晩
、
鰯
鰯
秋

風
生
」
「
芳
歳
幾
陽
止
、
白
日
露
徳
選
」
「
良
辰
在
何
許
、
白
日
麗
類

選
」
は
、
時
節
、
人
生
の
盛
時
、
友
人
と
共
に
し
た
楽
し
い
期
間
な

ど
、
い
ず
れ
も
す
ば
ら
し
い
良
き
時
が
推
移
し
損
な
わ
れ
て
ゆ
く
こ

と
を
畠
示
し
て
い
る
。
更
に
「
白
日
」
の
意
味
に
つ
い
て
鈴
木
修
次

氏
は
司
自
白
h

す
な
わ
ち
太
陽
は
、
従
前
の
詩
人
が
し
ば
し
ば
天
子

ハ
注
五
)

の
象
徴
と
し
て
う
た
っ
た
に
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
「
感
遇
其

一
一
こ
に
一
刑
さ
れ
た
砂
醸
の
巻
き
起
こ
る
中
を
浸
し
て
行
く
太
陽
の
形

象
は
、
は
嘗
て
旬
奴
討
伐
に
従
い
、
職
場
に
絶
え
た
憲
勢
の

運
命
を
暗
示
し
、
ま
た
彼
が
限
り
な
い
思
慕
を
寄
せ
る
唐
王
朝
の
運

命
に
艶
す
る
彼
な
り
の
議
感
で
あ
る
、
と
解
懇
さ
れ
る
時
、
始
め
て

閥
単
な
る
戦
場
の
風
景
以
上
の
も
の
と
な
る
。
「
題
居
延
古
城
婚
喬
十

二
知
之
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
喬
知
之
は
華
髪

(
白
髪
)
の
老
人
に
な
っ
て
も
議
境
に
留
ま
り
、
旬
奴
を
事
と
し
て

い
る
。
一
方
、
朝
廷
に
は
巧
疫
が
築
え
、
議
塞
で
の
功
績
な
ど
一
一
勝
、

だ
に
さ
れ
ぬ
。
暮
れ
ゆ
く
「
自
日
」
は
、
巧
智
と
築
達
を
信
僚
と
す

る
巧
臣
た
ち
に
よ
っ
て
腐
蝕
さ
れ
て
ゆ
く
朝
廷
の
柴
光
の
象
徴
で
あ

り
、
ま
た
そ
れ
故
に
こ
そ
陳
子
昂
に
と
っ
て
嵯
嘆
の
封
象
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
白
日
」
に
す
ば
ら
し
い
良
き
時
、
唐
王
朝
の
柴
光
や

…
神
仙
世
界
の
象
徴
を
見
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
た
と
え
波
し
て
行
く

も
の
で
あ
っ
て
も
、
本
来
的
に
は
輝
く
太
陽
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
も
注
目
す
る
と
、
瞭
子
昂
の
表
現
の
特
色
と
し
て
、
こ
う

し
た
「
自
白
」
の
よ
う
に
明
る
く
輝
く
エ
ネ
ル
ギ
ィ
の
集
合
艦
の
如

き
も
の
へ
の
強
い
愛
着
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
彼
が
希
求
し
て
い
た
神
仙
世
界
に
あ
っ
て
つ
日
日
」
は
、
「
灼

灼
と
し
て
脊
春
仲
し
、
悠
悠
と
し
て
白
日
昇
る
」
と
い
う
よ
う
に
本

来
の
光
輝
あ
る
も
の
と
し
て
拙
か
れ
る
一
方
、
現
寅
の
世
界
で
は
、

例
え
ば
「
徒
ら
に
白
日
の
募
る
る
を
嘆
き
、
坐
し
く
黄
雲
の
生
ず
る

か
た
む

に
艶
す
」
「
山
に
登
り
て
宇
宙
を
望
め
ば
、
白
日
は
巴
に
西
に
娯
く
」

( 17 ) 



の
匂
が
一
部
す
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
常
に
損
な
わ
れ
て
行
く
存
在
と

し
て
拙
か
れ
て
い
る
。
焦
快
感
、
悲
哀
感
は
「
今
日
も
晩
れ
て
ゆ
く

(
汁
比
六
〉

ウ
白
日
い
の
情
景
に
よ
っ
て
い
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

「
白
日
い
は
本
来
腕
き
わ
た
る
べ
き
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

傾
き
設
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
一
た
び
授
す
れ
ば
二
度

と
昇
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
如
何
と
も
し
が
た
い
矛
盾
に
み
ち
た

諸
に
苧
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

民
籍
の
ス
タ
イ
ル
に
倣
っ
た
徐
品
の
「
阪
公
酬
腕
」

泰
正
は
創
を
按
じ
て
掠
り

砂
子
む

卒
を
殺
し
て
龍
沙
を
成
ら
し
む

雄
間
は
向
ほ
未
だ
撃
は
ら
ざ
る
に

臼
に
紛
禁
た
りて

起
こ
り

白
日
は
精
華
を
紋
む

唯
見
長
域
外
唯
だ
見
る
長
城
の
外

儲
際
如
鋭
腕
僅
屍
観
腕
の
如
き
を

と
い
う
作
品
が
偶
然
に
も
示
す
よ
う
に
、
陳
子
日
却
の

使
用
は
況
籍
の
そ
れ
に
近
い
。
抗
籍
に
は
次
の
よ
う
な

用
例
が
あ
る
。

ω娯
架
未
終
極
、
白
司
忽
駿
臨

ω四
方
有
佳
人
、

白
日
」
の

ゆ

朝

揚

不

再

盛

、

白

日

忽

西

幽

一

)

ω願
撹
義
和
轡
、
白
日
不
移
光
〈
詠
懐
其
三
十
五
)

ω白
日
顔
林
中
、
開
削
臨
零
路
側
(
詠
懐
其
七
十
二

側
一
白
日
煩
隅
谷
、
一
タ
不
再
朝
(
一
一
一
献
罷
其
八
十
一
)

ω川

W
同

ωで
は
、
い
ず
れ
も
忽
ち
に
経
過
し
て
二
度
と
は
民
ら
な

い
感
時
・
よ
き
時
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
故
の
愛
情
を
こ

め
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
唯
、
抗
籍
の
例
で
は
「
自
」
字
に
針
し
て

色
彩
を
呈
示
す
る
一
訟
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
陳
子

0

0

0

0

0

0

0

 

は
、
青
春
l
白
日
、
糞
沙
i
白
日
、
白
日
1

寅
夜
間
、
白
日
1

0

0

0

0

 

青
山
l
白
日
、
白
日
l
赤
城
の
ご
と
き
例
が
み
ら
れ
る
。
院

の
も
つ
一
意
味
機
能
に
よ
を
置
い
て
い
る
の
に
針

、

そ

の

も

多

く

意

を

用

い

て

い

る

( 18 ) 

の
で
あ
る
。

の

は
七
例
の
の
用
例
が
あ
る
。
「
自
民
」

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
青
春
」
の
よ
♂
字
も
ま
た
患

に
添
え
ら
れ
て
い
る
に
す
、
ぎ
な
い
一
訟
で
あ
る
が
、
や
は
り
「
志
向
」
に

も
何
ら
か
の
感
魔
的
な
特
性
が
付
期
(
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
ま
ず

2
2
に
つ
い
て
、
そ
の
四
十
五
例
に
及
ぶ
使
用

例
か
ら
主
な
も
の
を
列
怒
し
検
討
す
る
。

の



川
開
汎
灘
背
流
湖
、

ω仰
は
鬼
谷
子
、
路
上
人
の
住
む
世
界
の
か
さ
を
示
し
、

ω

ω仰
は
別
れ
の
場
を
彩
る
も
の
の
持
つ
清
浄
皐
示
し
て
い
る
。

ま
た
例
制
は
背
流
l
自
主
、
背
郊
i
M
4
渚
と
い
う
針
に
よ
っ
て
、
や

は
り
宴
の
眠
ら
れ
て
い
る
場
の
清
浄
な
雰
間
集
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
一
地
聞
こ
に
は
ぷ
円
蝿
…
相
貼
、
自
慰
遂
成
宛
」
(
宴
拐
楚
同

の
あ
お
ば
え
と
い
う
一
例
も
あ
る
が
、
概
ね
は
そ
れ
ぞ
れ
の

掛
感
を
興
え
る
機
能
を
は
た
し
て
い
る
。

寸
青
春
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
「
陽
春
L

「
芳
春
」
対

較
す
れ
ば
、
や
は
り
何
ら
か
の
清
治
な
、
あ
る
い
は
色
附

什
興
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

か
さ
を
作
い
つ
つ
躍
動
す
る

ζ

し
て
舟
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
後
者
の

に
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
春
に
友
人
と
別
れ
ね
ば

と
い
う
期
立
す
る
悲
哀
の
表
出

こ
れ
ら
の
例
で
は
、

す
J

ば
ら
し
い

に
コ
工
、
つ
ミ

J
/‘

F
T
し
刀
で
刀

さ
ら
に
、

春

背

今

不

可

逢

、

(

綜

樹

歌

)

怨
青
春
之
萎
緒
、
贈
瑞
華
之
矯
施
(
春
蓑
引
)

春
背
始
萌
述
、
朱
火
己
満
盈
(
感
遇
其
十
一
一
一
)

の
ご
と
く
、
「
自
白
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

た
推
移
し
失
な
わ
れ
て
ゆ
く
存
在
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の

現
形
式
は

2
空
殻
引
い
に
最
も
集
約
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。

感
傷
春
今
、
生
碧
革
之
油
油
、
一
際
宇
宙
以
湯
湯
、
登
高
嘉

潟
憂
。
選
美
人
今
不
見
、
恐
青
歳
之
還
逸
。
従
畢
公
以
甜
飲
、

寄
林
塘
部
一
印
。
採
芳
孫
於
北
渚
、
憶
桂
樹
於
南
州
。
何
雲
木

之
英
麗
、
市
池
舘
之
山
口
問
機
。
星
豪
、
秀
士
、
月
旦

之
辰
、
迎
火
龍
之
始
。
挟
賛
常
一
同
組
ハ
璃
誌
、
芳
慈

掩
白
旗
、
蒋
株
主
。
酒
既
酔
、
楽
未
己
。
撃
青

怨
青
春
之
萎
組
、
婚
務
華
之
矯
躍
。
販
一
見
花

之
綿
謬
O

R

旬
余
情
之
蕩
様
、
瞬
背
増
愁
。

鶴
、
憶
海
上
之
自
鴎
。

黄
鳥
京
。

も
ま

( 19 ) 

乃

歌
級
水
。

結
衆
芳

一
山
之
飛



束。

な
ど
七
例
の

字
が
使
用
さ
れ
、
清
惨
な
色
彩
的
感
魔
を
作
品
に
添
え
て
い
る
。
そ

し
て
雑
言
の
自
由
な
韻
律
の
中
で
「
青
春
の
萎
絶
す
る
を
怨
み
」
「
群

仙
は
去
り
青
春
は
預
る
」
と
一
一
一
向
う
よ
う
に
、
す
ば
ら
し
い
良
き
時
で

あ
る
春
が
推
移
し
失
な
わ
れ
て
ゆ
く
存
在
と
し
て
深
い
愛
情
の
念
と

と
も
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
出
は
「
白
日
」
の
そ
れ
と
軌

を
一
に
す
る
。

つ

も

や

は

り

掠

子

昂

の

好

ん

ほ
ぽ
以
上
考
察
し
て
き
た
方
向
に
沿
っ
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。

は

ま

ず

「

'

日

い

「

白

雲

宇

巌

足

」

「

穀

塞

「
樹
断
白
雲
際
」
「
遺
跡
白
雲
隈
」
な
ど
清
浄
さ
を
伴
っ
た

自
然
物
の
一
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
用
例
と
と
も
に

十
九
例
に
及
ぶ
雲
」
は
、

疲
爾
娘
婿
川
雄
(
東
征
答
朝
臣
相
法
V

早
愛
ホ
松
遊
(
答
洛
陽
主
人
)

悠
悠
白
雲
期
(
感
、
遇
其
一
一
一
十
六
〉

遺
身
在
白
雲
(
感
遇
其
十
一
)

若
興
白
一
目
指
期
(
感
遇
其
一
一
一
)

の

窃
宛
青
蓮
宇
(
酬
揮
上
人
:
:
:
〉

気
誌
寓
虫
色
(
古
一
一
意
題
徐
令
壁
〉

の
ご
と
く
、
作
品
に
清
掃
感
を
付
興
す
る
自
然
の
一
景
物
で
あ
る

上
に
、
象
徴
的
な
語
棄
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

一
午
生
自
問
中
間
士
山
平
生
白
雲
の
志

早
愛
赤
松
遊
平
に
愛
す
赤
松
の
遊

事
親
捜
未
立
親
に
事
へ
て
は
未
だ
立
た
ざ
る
を
恨
み

従
箆
此
中
川
比
の
中
州
に
従
宮
す

・
(
答
次
情
陽
主
人
)

「
赤
松
い
と
は
吋
楚
辞
』
に
「
関
赤
松
之
清
麗
今
」
「
輿
赤
松
市
結

友
令
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
上
古
の
仙
人
で
、
以
来
詩
中
に
頻
出
す

る
。
「
平
に
愛
す
赤
松
の
遊
」
と
は
、
若
い
頃
か
ら
神
仙
の
世
界
に

傾
倒
し
て
い
た
こ
と
を
指
し
、
ウ
臼
器
開
の
志
」
と
は
そ
う
し
た
赤
松
子

の
ご
と
き
生
き
方
へ
の
志
向
を
一
苦
う
。

杏
は
愛
す
鬼
谷
子

背
筋
垢
恒
例
無
し

経
世
の
道
を
議
括
し

遺
身
し
て
白
一
問
中
南
に
在
り

七
雄
は
方
に
龍
闘
し

天
下
に
久
し
く
君
無
し

浮
柴
は
貴
ぶ
に
足
ら
ず

-間
道
白・
歪g.

居・

吾
愛
鬼
谷
子

育
絡
無
垢
筑

選
身
在
自
一
実

七
雄
方
龍
関

天
下
久
無
君

浮
柴
不
足
貴

( 20 ) 



選
養
し
て
時
文
を
晦
ま
す

好
ぶ
れ
ば
宇
留
に
粥
つ
ベ
く

之
を
巻
け
ば
分
に
も
盈
た
ず

査
に
山
木
の
誇
を
間
り

空
し
く
燦
鹿
の
翠
と
興
に
せ
ん
や

(
感
遇
其
十
一
)

と
は
懸
逸
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
隠
逸
は

現
買
の
政
治
世
界
か
ら
身
を
退
き
、
た
だ
山
木
の
如
き
ロ
武
器
開
を
希
う

た
め
の
も
の
な
の
で
は
な
く
、
心
中
に
は
卓
抜
な
才
能
(
経
世
の
道
)

を
有
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
活
用
す
べ
き
時
、
人
が
な
い
故
に
、
悠
然

た
る
心
境
で
青
絡
に
起
間
仇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
荘
子
』

天
地
篇
に
一
首
う
「
天
下
有
道
、
刻
興
物
皆
問
問
。
天
下
元
議
、
剣
符
徳

就
問
。
い
ま
た
立
刑
制
m
b

漣
宿
篇
に
一
百
う
「
照
之
則
行
、
合
之
烈
験
。
」

の
一
意
況
を
来
し
て
い
る
。
こ
の
「
惰
徳
就
開
ー
一
一

i

蔵
」
の
心
境
に
あ
る

人
間
の
住
む
遁
に
出
雲
は
、
拐
き
起
こ
る
。
…

i

白
雲
」
は
そ
う
し
た
人
間

の
心
境
の
象
徴
で
あ
り
、
陳
子
昂
の
場
合
、
そ
れ
は
「
答
洛
陽
主
人
」

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
神
仙
世
界
と
恵
一
按
結
び
つ
く
認
で
あ
る
。

「
白
雲
い
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
隠
逸
へ
の
強
い
愛
着
は
、
先
に
翠

げ
た
諸
例
が
示
し
て
い
る
が
、
「
春
豪
引
い
の
箆
「
群
仙
は
去
り
青
春

は
頚
る
、
歳
離
は
駄
き
黄
鳥
は
京
し
む
。
寓
紫
柴
柴
幾
時
F

(
翠
仙
去
今
青
春
顔
、

選
養
晦
時
文

釘
可
瀦
宇
宙

各
一
之
不
漁
分

量
関
山
木
議

今

黄

鳥

京

。

幾

時

今

、

朱

宮

翠

堂

生

青

苔

。

来
。
ど
に
お
い
て
「
一
京
つ
蹄
来
」
と
い
う
リ
ズ
ム
の
轄
換
に
よ
る

強
調
さ
れ
た
表
現
に
最
も
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
も
ま
た
彼
が
身
を
慮
す
世
界
の
現
寅
に
む

か

う

時

、

次

の

叫

う

に

、

悲

嘆

の

針

象

と

し

か

な

り
え
な
か
っ
た
。

帥
健
一
化
間
関
類

芳
非
能
幾
時

疲
腕
菅
愉
世

経
然
顧
幽
褐

り
幽
類
た
り

能
く
幾
時
ぞ

疲
病
し
て
苦
だ
世
に
論
み

憂
晦
日
に
俊
樹
す

春
然
と
し
て
幽
褐
を
顧
み

空
し
く
梯
演
す
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ハ
感
遇
其
三
十
一
ニ
)

こ
れ
ま
で
特
徴
的
な
文
字
や
語
索
に
み
ら
れ
る
表
現
の
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
節
で
は
前
節
で
も
と
め
ら
れ
た
特
徴

が
、
数
匂
或
は
一
首
為
市
一
穫
に
わ
た
っ
て
も
安
賞
す
る
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
い
。

銀
燭
吐
青
煙
銀
燭
は
青
煙
を
吐
き



金
樽
は
約
怨
に
到
す

以
り
J
品
制
点
二
川
け
吋
け
パ

r
ャん
U
F
L、
平
内
!
炉

1
0
/

明
月
給
高
樹

別
路
は
山
川
を
透
る

明
月
は
高
樹
に
隠
れ

長
河
は
暁
天
に
波
一
す

悠
悠
た
り
洛
陽
の
道

の
命
日
何
れ
の
年
に
か
在
ら
ん

(
春
夜
別
友
人
其
一
〉い

ず

「

銀

燭

」

汁

間

的

月

い

れ
も
離
別
の
場
を
相
践
し
く
彩
る
清
浄
で
輝
く
形
象
を
備
え

が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
明
月
総
高
樹
、
問
先
河
、
設
統
的
天
い
明
る
く

輝
く
丹
が
高
い
樹
の
間
に
隠
れ
、
銀
、
河
は
明
け
ゆ
く
や
一
に
そ
の
光
を

失
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
表
現
は
光
あ
る
も
の
の
喪
失
と
い
う
形
象
で

あ
り
、
こ
れ
は
友
人
と
の
別
離
の
悲
哀
を
最
も
印
象
的
に
詰
っ
て
い

る
部
分
で
あ
る
。
送
別
詩
に
お
け
る
光
あ
る
も
の
の
喪
失
の
形
象
は

勺
葉
上
協
同
州
初
、
日
給
較
援
募
」
(
謝
挑
・
臨
浜
法
別
)
「
明
月
沈
珠

浦
、
秋
風
擢
錦
川
し
(
王
勃
・
重
別
辞
翠
)
な
ど
六
朝
か
ら
初
勝
に

か
け
て
例
が
あ
り
、
陳
子
昂
の
創
出
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
や

は
り
彼
が
の
性
向
ゆ
え
に
縦
一
蹴
し
た
も
の
で
あ

F

り
、
陳
子
昂
的

λ
ノ

。

、

微
月
在
回
軒
。
:
:

枕
、
:
:
:
(
月
夜
有
懐
)

。
沙
浦
明
如
月
、

j
e
-
-
天
河
殊
未
瞬
(
宿
寒
河
騨
浦
)

0
恵
風
吹
賓
誌
、
徴
月
懐
清
同
県
(
寸
法
遇
輩
(
侍
御
:
:
:
〉

O
金
絃
揮
越
器
、
玉
柱
弄
秦
等
(
子
長
史
山
池
:
:
:
)

0
的
的
明
月
水
、
歌
歌
装
夜
猿
(
宿
空
船
峡
:
:
:
:
)

O
色
窓
今
巴
寂
、
乗
月
一
升
澄
泉
(
夏
日
遊
障
上
人
房
)

一
柄
確
機
宇
虚
(
春
夜
別
友
人
其
二
)

は
数
多
く
の
透
明
な
輝
く
形
象
が
み
ら
れ
る
。

憐
む
べ
し
琉
豪
の
樹

灼
灼
た
り
佳
人
の
姿

碧
華
朱
買
に
映
ず
る
に

青
春
の
特
に
撃
折
さ
る

査
に
光
寵
盛
ん
な
ら
ざ
ら
ん
や

柴
君
白
玉
の
塀

的
一
だ
紅
芳
の
獄
く
る
を
恨
み

凋
傷
し
て
忠
ふ
所
に
感
、
ず

灼
灼
能
人
姿

但
恨
紅
芳
敏

制
傷
感
所
思
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(
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遇
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一
一
一
十
)

と
が
美
し
く
映
え
る
璃
蓬
の
樹
、
そ
れ
は

俗
を
抑
問
え
た
高
殊
な
存
夜
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
或
は
そ
れ
故

に
最
も
す
ば
ら
し
い
背
春
の
時
節
に
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に

い
の
喪
失
に
針
す
る
愛
情
が
一
首
全
際
に
わ
た
っ
て

と



現
わ
れ
て
い
る
0

・
次
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

議
M
4

南
海
に
巣
く
ふ

続
雌
珠
樹
の
林
に
あ
り

何
ぞ
知
ら
ん
や
美
人
の

矯
愛
は
黄
金
に
比
す
を

身
を
炎
州
の
褒
に
殺
し

羽
を
玉
堂
の
桧
に
委
ぬ

橋
旋
と
し
て
首
飾
光
り

し
て
錦
会
燐
く

雄
雌
珠
樹
林

何
知
美
人
一
意

嬬
愛
比
黄
金

殺
身
炎
州
一
果

競
艇
光
首
飾

磁
波
欄
錦
余

多
材
閥
鯖
累

ん
や

多
材
は
屈
よ此

の
珍
禽
を

て

孤
拐さ

よ
り
来
た
り
/

'-.J 

池
淵
敢
へ
て

側
に
見
る
控
翠
鳥
の

巣
く
ふ
て
…
一
一
珠
樹
に
在
る
を

焔
矯
た
る
珍
木
の
鼠
も

金
丸
の
隈
無
き
を
得
ん
や

品
一
一
一
〈
搬
は
人
の
指
さ
さ
ん
こ
と
を
患
へ

高
明
は
紳
の
怒
み
に
一
過
る

今

我

れ
W
A

〈
宜
〈
に
遊
ば
ば

t
者
仰
の
慕
ふ
所
ぞ

の
他
に
悠
然
と
飛
朔
す
る
鴻
を
導
入
し
た
こ
の
作
品
は

を
持
ち
、
陳
子
昂
詩
に
み
る
本
来
美
し
く
輝
く
べ
き
存

在
が
、
そ
れ
自
身
の
脳
出
値
故
に
損
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛

盾
を
苧
ん
だ
紋
況
の
持
つ
悲
京
感
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

以
上
、
繁
雑
な
が
ら
諮

M

架
か
ら
一
首
全
鵠
の
表
現
形
式
に
わ
た
る

ま
で
、
陳
子
昂
詩
の
特
色
を
調
査
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
次
の
よ

う
な
特
徴
が
も
と
め
ら
れ
た
。

ω
陳
子
昂
は
「
白
日
」
「
青
春
」
「
白
雲
」
な
ど
明
る
い
輝
き
や
清

ら
か
さ
或
は
力
強
さ
と
い
っ
た
形
象
を
持
つ
も
の
、
ま
た
俗
を
超

え
た
美
し
き
も
の
に
到
し
て
、
他
の
詩
人
に
く
ら
べ
て
極
め
て
強

い
愛
着
を
抱
い
て
い
る
。

似
そ
の
愛
着
の
針
象
は
、
彼
が
思
慕
し
て
い
た
世
界
(
多
く
神
仙
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池
演
不
敢
願

今
我
遊
笠
(
笠
〈

だ



世
界
と
結
び
つ
い
て
い
る
)
で
は
本
来
の
ま
ま
の
姿
で
存
寂
す
る

が
、
現
質
の
世
界
で
は
、
そ
れ
自
身
の
持
つ
特
質
(
債
値
)
の
た

め
に
損
な
わ
れ
ゆ
く
存
在
、

wm嘆
の
劉
象
と
し
か
な
り
得
な
い
も

の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
矛
爵

の
構
造
と
そ
の
矛
盾
故
に
生
ず
る
焦
燥
・
愛
矯
・
悲
哀
感
が
陳
子

昂
詩
の
底
に
慌
に
存
在
し
て
い
る
。

制
こ
う
し
た
特
色
は
諾
索
、
勾
か
ら
一
首
全
鶴
に
わ
た
っ
て
現
わ
れ

て
い
る
。

陳
子
昂
詩
の
表
現
の
基
底
に
、
こ
う
し
た
特
色
を
想
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
彼
を
間
平
に
「
感
題
詩
」
に
代
表
さ
れ
る
詩
人

と
し
て
、
あ
る
い
は
「
登
幽
州
豪
歌
し
等
に
み
ら
れ
る
激
し
い
感
情

を
吐
露
す
る
詩
人
と
し
て
の
み
想
定
し
た
の
で
は
把
擦
で
き
な
い
一

郎
が
明
ら
か
に
な
る
。

間
同
一
期
に
引
用
し
た
「
迭
股
大
入
萄
」
の
最
も
特
徴
的
な
部
分
、
そ

し
て
李
告
が
み
た
も
の
は
、
清
浄
な
形
象
と
光
あ
る
も
の
の
喪
失
と

い
う
表
現
の
構
造
を
持
っ
た
「
片
雲
生
雄
捕
、
斜
日
穏
離
亭
」
、
そ
し

て
青
い
山
な
み
の
中
に
姿
を
波
し
て
ゆ
く
友
人
の
形
象
「
坐
若
征
騎

授

、

で

あ

っ

た

ろ

う

と

思

わ

れ

る

。

(
筑
波
大
問
中
附
輝
高
校
教
議
〉

〈注〉

詑
一
、
高
木
正
一
氏
「
練
子
昂
と
詩
の
革
新
」
(
同
“
古
川
博
士
法
体
記
念
中
間

丈
島

M

論
集
』
所
載
)
に
み
え
る
。

詑
ニ
、
代
表
的
な
論
考
に
製
図
穣
氏
河
台
加
詩
研
究
』
第
四
章
「
様
子
昂
と
李

自
」
、
ま
た
大
野
賀
之
助
氏
「
李
太
白
一
研
究
』
「
卒
詩
の
源
流
・
一
一
、
陳

子
目
印
」
が
あ
る
。

控
一
一
一
、
清
水
茂
氏
「
白
日
の
解
鰐
(
聴
白
日
〉
」

Q
古
川
博
士
退
休
記
念
中
間

文
事
論
集
』
所
載
)
。

注
四
、
清
水
茂
託
、
同
論
考
。

詑
宜
、
鈴
木
修
共
氏
『
唐
代
詩
人
論
b

「
棟
子
昂
論
」
。

詑
六
、
森
野
繁
夫
氏
吋
六
朝
詩
の
研
究
』
「
築
制
聞
の
文
響
か
ら
個
の
文
皐
へ

一
一
一
、
関
子
昂
」
に
み
え
る
。

設
七
、
『
全
勝
詩
』
は
陳
子
昂
の
こ
の
作
品
の
抽
に
底
知
賢
、
席
元
明
、
韓

件
宜
、
高
球
、
高
瑛
の
問
題
の
作
品
を
牧
め
て
い
る
。
そ
の
握
知
賢
の

項
に
は
、
「
同
斌
六
人
。
孫
横
行
潟
之
序
。
」
と
し
て
そ
の
序
を
載
せ
る
。

そ
の
序
に
は
「
調
露
二
年
、
一
訳
、
ペ
ー
」
と
あ
る
。
調
露
二
年
は
六
八

O
年。

八
月
に
は
永
援
と
改
元
し
て
い
る
か
ら
、
彼
ら
が
脅
し
た
の
は
六
人

O

年
一
一
一
月
一
一
一
日
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
年
、
陳
子
昂
は
二
十
裁
で
あ

り
、
「
陳
氏
関
停
」
の
「
年
二
十
一
(
現
行
の
年
譜
で
は
六
八
一
年
)
、

始
東
入
成
京
。
」
と
合
致
し
な
い
。
現
行
の
年
譜
に
よ
る
限
り
、
こ
の

作
品
が
来
し
て
際
子
昂
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
比
一
一
か
疑
問
の
残
る
と

こ
ろ
で
あ
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